






研究目的 

わが国における周産期死亡のうち早期新生児死亡の割合は年々減っているとはいえ,まだ

十分ではない。いまある分娩施設で生まれた新生児が重篤な状態になったとすると,その施

設がインテンシブ・ケアのできる施設でなければ,そのままでは死亡することは必至と思わ

れる。 

東京都においては地域の新生児死亡を少なくするために,国立東京第二病院など 12 の病院

が協力してグループを作り,東京都衛生局,東京都医師会との合意と協力のもとに,東京消

防庁の協力を得て,昭和 53 年 10 月から新生児救急医療体制を作った。 

現在まで 2 年余を経過し,その中には重症のほかに重篤,危篤,頻死の状態で運ばれてきた

ものが多い。これらの児がこれらの施設(いずれも NICU を備え人工換気を含む集中治療が

できる)に収容されたことにより,どの程度救命でき且つ intact surviva1 を得られたかを

知り,要因を分析し今後の早期死亡率の低下に役立てたいと思う。 


